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株式会社ジェネストリーム株式会社ジェネストリーム
安否確認bot for LINE WORKS概要

安否確認bot for LINE WORKSとは？ 安否確認bot for LINE WORKSをご導入いただく3つのメリット

安否確認を管理する際の３つの課題

安否確認bot for LINE WORKSの便利な機能

安否確認bot for LINE WORKSとは、LINE WORKSのbotが気象庁の地震、津波、その他
各種警報を取得し、対象エリアにいる従業員に対して自動で安否確認を送信する安否確認ソリューションです。
LINE WORKSと個人LINE、メールによる送信が可能です。

地震・津波発生

安否確認bot for LINE WORKSをご導入いただくと、災害時の連絡がスムーズになり、防災ご担当者様
のご負担を軽減できます。しかしそれ以上に、従業員の心理的安心感を育むことができます。

1. 従業員の回答率が低い

2. 従業員リストの管理が面倒

3. 会社のPCからしか見れない

安否確認bot for LINE WORKSなら解決！

1. LINE WORKS・LINE内で簡単回答!!

2. LINE WORKSを自動同期し管理不要!!

3. LINE WORKSアプリからすぐ確認!!

安否確認bot for LINE WORKSの利用料

1ID：200円（税抜） / 月
初期導入費用：無料
※最低契約期間は：2ヶ月となります。
※LINE配信、メール配信による利用者も同利用費用をご請求させていただきます。
※ご解約はご解約の3ヶ月前のご申告が必要になります。これがない場合自動更新となります。https://www.youtube.com/watch?v=ySzHs4G6t0I&feature=youtu.be

従業員回答動画

https://www.youtube.com/watch?v=Cs1Hii6rtCc&feature=youtu.be

ダッシュボード動画

1. 運用ミスを気にせず安全を最優先で考えられるようになる。

2. 従業員の安全に投資する企業という印象を与えられる。

3. botでITに慣らし、業務効率化を考えるきっかけを与えられる。
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https://www.youtube.com/watch?v=ySzHs4G6t0I&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=Cs1Hii6rtCc&feature=youtu.be


株式会社ジェネストリーム

近年の国内の災害状況



株式会社ジェネストリーム株式会社ジェネストリーム
近年の主な水害の被害総額とH28年の自然災害被害状況

1回の台風あたり水害被害額は年々増加傾向。また罹災世帯も非常に多い状態。

参照元：内閣府
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https://www5.cao.go.jp/keizai3/discussion-paper/dp184.pdf


株式会社ジェネストリーム株式会社ジェネストリーム
集中豪雨回数の推移

集中豪雨は30年で1.5倍に。100mm超えは2.5倍に増加。

45回

参照元：社団法人日本河川協会 5

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kok11/documents/000092735.pdf


株式会社ジェネストリーム株式会社ジェネストリーム
日本国内における大規模地震発生回数

日本国内では直近30年間で、震度5弱以上の大型地震回数はなんと4倍に増加

×4
45回

184回

129回

参照元：気象庁

6

https://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php


株式会社ジェネストリーム

国内企業の安否システム導入状況



株式会社ジェネストリーム株式会社ジェネストリーム
日本の企業規模別安否確認システム導入状況

企業全体では69.3%が導入済み。大企業になるにつれて導入率は高まる傾向。

参照元：東京都中小企業振興公社
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https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/jigyo/documents/28_bousai_report.pdf


株式会社ジェネストリーム

安否システム未導入企業様向け
導入に向けたヒント



株式会社ジェネストリーム株式会社ジェネストリーム
安否確認システムを導入できない3大理由

1.投資対効果が見合わない
2.上司や経営層が重要性を認識してくれない
3.従業員がITに強くない
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株式会社ジェネストリーム株式会社ジェネストリーム
安否確認システム導入に向けてのヒント

1. 投資対効果が見合わない

安否確認以外の用途で使えるシステムを選ぶ。

具体的には地震だけでなく、大雨や台風に対する自動通知システム。

2. 上司や経営層が重要性を認識してくれない

災害発生翌日に問い合わせが急増。2019年の問い合わせの70%が災害翌日
（地震だけでなく、台風、洪水などを含む）。

災害発生時に即座に提案すると対応が早いと担当者が経営者から評価される
ケースも。

このとき全従業員の安否確認を完了するまでの時間を計測して報告するとなおよい。
システムを入れている企業でさえ4時間ほどかかるケースも。

3. 従業員がITに強くない

使いやすいシステムを選んだり、普段使いしているコミュニケーションツールに統合
できるものを選ぶ。
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株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKSへの
切り替え理由

（導入企業責任者様からの声）



株式会社ジェネストリーム株式会社ジェネストリーム
安否確認bot for LINE WORKS切り替え理由

①LINE WORKSでスムーズに配信された

② チャットbot形式なので回答率が高まった
③スマホに最適化されていて直感的に使える

④ 各部門責任者に権限移譲して任せられる

⑤初期費用や設定代行費用が無料
⑥ LINE WORKS連携で名簿管理の手間がなくなった
⑦ 地震以外に、津波や警報にも対応している

⑧どんどんアップデートされて使いやすくなる

⑨ログインが不要ですぐに管理画面にアクセスできる
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株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKSの強み



株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの3つの特徴

安否確認サービスの課題と安否確認bot for LINE WORKSの強み

安否確認bot for LINE WORKSの3つの特徴

1. LINE WORKS botが送信する安否確認にタップでラクラク回答

2. LINE WORKSと同期するので従業員管理がラク

3. LINE WORKSアプリから集計結果を確認
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株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKS
概要



株式会社ジェネストリーム

● 気象庁の災害情報が発令されると、自動的に安否確認bot for LINE WORKSが従業員のLINE WORKSに安否確認メッセージを送信し、

安否状況を集計します。

● 安否確認配信対象災害は、地震と津波。警報配信対象災害は、大雨、暴風、大雪、暴風雪、高潮、波浪。

安否確認bot for LINE WORKSとは？

概要

災害発生時、LINE WORKS上で自動的に安否確認を実施するbot
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株式会社ジェネストリーム

● 気象庁のサーバから各種災害・気象情報が発信されると、安否確認bot for LINE WORKSサーバがそれを受け取り、

LINE WORKS従業員の勤務地情報を元に対象地域と認識した従業員に対してbotが安否確認配信および警報配信を行います。

（※）気象庁からのデータは、webやTVで発表されてからさらに3−5分のタイムラグが発生し安否確認bot for LINE WORKSへ到達いたします。この点は気象庁のXMLデータの取り扱いスピードに依存することになりますのでご了承ください。

安否確認bot for LINE WORKSの配信元情報

概要

災害情報は気象庁データをリアルタイムに受信（※）

【対象情報】
● 地震
● 津波
● 大雨警報
● 暴風警報
● 大雪警報
● 暴風雪警報
● 高潮警報
● 波浪警報

気象庁サーバ 安否確認bot for LINE WORKS
サーバ

従業員
LINE WORKS

①ＸＭＬにて発信

②対象者に発報
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKS 安否確認デモ動画

概要

地震が発生した際、従業員が安否確認を行ってる様子のデモ動画

1. 2:00 地震・津波が発生すると安否確認botが対象エリアにる従業員に自動的に安否確認発信

2. 4:00 botから安否確認指示のメッセージと1問目の質問が表示される

3. 9:00 1問目は、自分の報告か周りの方の代理報告かを選択。今回のケースでは自分の報告を

行いたいので「あなたの報告」を選択。

4. 10:00 2問目は回答者の状態についての質問。今回のケースでは無事である旨の報告を行いたいので

「無事である」を選択。

5. 12:00 3問目は周りの方の状態についての質問。今回のケースでは周りにもけが人はいないので

「いない」を選択。

6. 15:00 4問目は連絡事項があれば入力。今回は特にないので「終了」を選択。

※もし動画が見れない場合、下記URLをご覧ください。

https://youtu.be/DGVc7yC1ADA
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https://youtu.be/DGVc7yC1ADA


株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKS
ご利用料金



株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの利用料金

利用料金

1IDあたり月額200円（税抜）という低価格を実現

● デモのご利用の際は30日間無料でご利用いただくことが可能です。
● ご契約初月は無料にてご利用いただけます。ご解約月は満額ご請求させていただきます。（日割りはございません）

● ゲスト従業員も１IDとして計算させていただきます。
● 最低利用期間：2ヶ月となります。
● １IDよりお申込頂けますが、ゲスト従業員の数は原則としてLINE WORKS従業員の数を超えることができません。

200円（税抜）
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株式会社ジェネストリーム

100名分の
お申込をする場合

アカウントについて

安否確認bot for LINE WORKSは１IDよりお申込頂けますが、

原則としてゲスト従業員の数はLINE WORKSアカウント数を超えることは出来ません

上限が不足している場合は、別途LINE WORKSアカウントのお申し込みをお願い致します

OK例 NG例

LINE WORKSアカウント数 ：60名

ゲスト従業員数 ：40名

想定ケース

50名分の
お申込をする場合

アカウント発行内訳 アカウント発行内訳

アカウント発行内訳 アカウント発行内訳

LINE WORKSアカウント数 ：40名

ゲスト従業員数 ：60名

LINE WORKSアカウント数 ：30名

ゲスト従業員数 ：20名

LINE WORKSアカウント数 ：20名

ゲスト従業員数 ：30名

※各50名ずつの同数申込も可能です

※各25名ずつの同数申込も可能です
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株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKS
機能一覧



株式会社ジェネストリーム

機能一覧

LINE WORKSのSSO機能により管理画面へのログインが不要に

LINE WORKSのSSO機能を利用することで、安否確認bot for LINE WORKSの管理者および組織長は、安否確認

bot for LINE WORKSのログインID・パスワードがなくても、LINE WORKSにログインしていればセキュアに管理画面へ

ログインすることができるようになりました。

いざという時にログイン情報が分からず、管理画面にログインできず対応が遅れるということがなくなります。

LINE WORKSアプリから直接安否確認bot for LINE WORKS管理画面へ

44

機能25：SSO機能

安否確認bot for LINE WORKSの主要機能



株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

安否確認bot for LINE WORKSは直感的な回答と集計が魅力

機能1：安否確認bot機能
地震・津波が発生した場合、安否確認botが気象庁の情報を自動的に取得し、

従業員に安否確認メッセージを送信します。

安否確認を受けた従業員は、質問に付随するの回答ボタンをタップするだけで直感的に

回答することができるので、災害時でも負荷をかけることなく安否確認を行うことが

可能です。

機能2：リアルタイムダッシュボード機能
安否確認botが従業員に安否確認メッセージを送信した場合、配信履歴が即座に作成されます。

そしてその配信履歴には、配信した総人数、回答者数、負傷者数、未回答者数がグラフィカルに表示され、安否回答の進捗がリアルタイムに確認していただけます。

また未回答者に対しては回答を促すための一斉送信機能を用意しております。重傷者、軽傷者に対しては、個別にトークにより状況確認ができるので、

ダッシュボードから一元的に対応を行なっていただくことが可能です。

管理者様には安否確認が発報された

旨botが通知します。
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

安否確認配信は地震と津波、警報配信は8つの警報に対応

機能3：安否確認配信は地震と津波
安否確認を送信する対象となる災害は、地震と津波の2種類です。

地震の震度は震度4未満〜震度６以上の5段階で選択していただくことが可能です。

また各災害に応じて送信できるメッセージを設定することが可能なので、災害の規模に応じた適切な一次指示の配信としても

ご活用いただくことが可能です。

機能4：8つの警報配信
警報配信は、大雨警報、暴風警報、大雪警報、暴風雪警報、高潮警報、波浪警報、洪水警報、大雨特別警報の8種類の

警報に対応しております。（その他情報に関しては対応し次第無料でアップデートを行います。）

警報配信でも、警報ごとにメッセージを編集することが可能です。また警報配信により、事前に従業員に対して安全策をとるよう指

示を出したり、出退勤時の指示を促すことができるので、従業員が巻き込まれるであろう自然災害による事故を未然に防ぐことが

可能になります。

新しい災害にも

順次対応！！
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株式会社ジェネストリーム

LINE WORKSを利用している組織と従業員を同期することで、安否確認配信対象従業員を簡単に選択可能です。

従業員の退職や入社に伴う増減の場合も、個別に追加・削除したり、CSVファイルで一括追加・削除が可能なので、定期的に

従業員リストを更新して災害時にもしっかりと運用することが可能です。

1日に1回自動的にLINE WORKSの従業員情報をと組織情報を取得しに行くので、従業員の移動、組織の変化があった時も

手間なく最新の状態に更新されます。（新従業員、新組織を除く）

安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

LINE WORKS従業員を同期。それ以外の従業員にも安否確認を配信可能

機能5：従業員管理機能 機能6：ゲスト従業員管理機能
LINE WORKSを利用していない従業員がいた場合も、「ゲスト従業員」として安否確認を配信することが可能です。ゲスト従業

員は、登録していただいたメールアドレスに安否確認情報を配信します。

ゲスト従業員もLINE WORKS従業員と同様、入社・退職に伴う増減を、個別追加・削除、CSVによる一

括追加・削除が可能です。ゲスト従業員は、LINE WORKS従業員のID数を超えて登録することはできません。
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株式会社ジェネストリーム

手動配信を行うことで、防災訓練として活用していただくことが可能です。

安否確認の配信を行うか、警報の配信を行うかを選択し。配信する対象従業員を、エリアか部署で選択することで配信できます。

配信はすぐに配信することも、日時を選択して配信することも可能です。

※配信エリアは、従業員のプロフィールの勤務先に記載されている都道府県で決まります。配信エリアは設定にて

グルーピングしていただくことが可能です。

安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

手動配信も可能なので、いざという時に備えた防災訓練も十分に

機能7：防災訓練配信（手動配信）
グループ配信

組織配信

27



株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKSは、LINE WORKSのアプリの中に標準的に組み込むことが可能です。

そのため、わざわざPCを立ち上げたり、シンクライアント環境に接続する必要はありません。

LINE WORKSアプリの右下にある「その他」メニューから、「安否情報」アイコンをタップします。そうすると配信一覧画面であるダッシュ

ボードが表示されます。そこから配信されたものをタップすることで、最新の回答状況や、けが人の確認を行うことが可能です。

安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

急な災害でも管理者様のLINE WORKSアプリから迅速に確認できる

機能8：スマホLINE WORKSアプリとの連携
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株式会社ジェネストリーム

従業員の安否回答があるまで、管理者様に代わってbotが自動的に安否を確認いたします。リマインドする間隔や回数は

ご自由にご設定いただけます。

LINE WORKS上での回答がない場合、メールによる回答に切り替えるよう設定していただくことも可能です。

安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

回答があるまで自動的に安否を確認。管理者指定も簡単。

機能9：リマインド配信機能
安否確認bot for LINE WORKSの管理者を追加することができます。管理者様は全ての設定権限を持ちます。

組織長は、自分の所属する組織の情報を確認することができますが、安否確認の配信設定権限や防災訓練配信権限はありません。

機能10：管理者・組織長指定機能
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株式会社ジェネストリーム

ゲスト従業員には、登録してあるメールアドレスに対して安否確認メールを送信します。

メール本文内にあるURLにアクセスし回答するだけ。ログイン情報や名前の入力は不要です。

※フィーチャーフォンは全機種の動作検証が完了しているわけではございませんのでご了承ください。もし表示に不具合がある場合、ampi_info@genestream.co.jpまでお問い合わせください。

安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

メールで受け取ってもブラウザで簡単回答

機能11：URL安否回答機能
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

出張先でも安否確認が送られてくる「出張登録機能」

LINE WORKS従業員が出張する場合、出張先の住所と出張期間を入れることで、一時的に安否確認の配信対象エリアを出張先に設定することが可能です。

安否確認botに「出張」と投げかけることで、出張管理メニューを引き出すことができます。Botのメニューから、確認、作成、変更、削除が可能です。

ゲスト従業員の出張登録は安否メールから
ゲスト従業員の出張登録は、安否確認bot for LINE WORKSから送られてくるメール内にあります。

従業員には該当URLをブックマークしておくよう指示をお願いします。

機能12：出張登録機能
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

安否確認項目を自由にカスタマイズできる「安否質問作成機能」

安否確認bot for LINE WORKSでは、安否確認をする質問項目を自由にカスタマイズしていただくことが可能です。

質問は、選択式と記述式を組み合わせて作成できます。質問数は最大10個、選択肢は1問あたり最大10個作成していただけます。順序の入れ替えは

ドラッグ&ドロップで行なっていただけるリッチなUIが特徴です。

標準セットの安否質問
標準セットの安否確認質問は2問となっているので、アカウント開設後

すぐにご利用いただくことが可能です。

機能13：安否質問作成機能
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

安否確認の集計結果をCSVダウンロード可能に

安否配信集計画面の右上から集計結果をCSVでダウンロードできるようになりました。

これにより、紙でのレポート提出や社内共有を簡単に行っていただけるようになります。

ダウンロードしたCSVデータサンプル
配信サマリーに加え、従業員ごとの回答結果を全て表示するので、回答状況や回答内容を瞬時に把握することが可能です。

機能14：安否集計結果ダウンロード機能
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

部署ごとに回答状況を自動的に集計

安否確認が配信された部署ごとに回答状況を確認することが可能です。

これにより防災訓練時からしっかりと部署別の対応教育が可能になります。

部署別集計結果表示例
[渋谷店の集計結果]

機能15：部署別集計結果表示機能
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

従業員全員を管理しながら、配信対象従業員を絞り込める

安否確認対象とするLINE WORKS従業員およびゲスト従業員を都度同期するのは非常に手間がかかります。

また全て同期しておくと費用も高額になりがちです。

アクティブ従業員機能により、全ての従業員を安否確認bot for LINE WORKS上に蓄積しながら、必要に応じてアクティブ/

非アクティブを切り替えることが可能です。例えば、病気で短期的に出社しなかったり、アルバイトで不定期に出勤する方がいる

場合にオススメの機能です。

簡単操作
アクティブ/非アクティブの設定は非常に簡単です。

対象となるLINE WORKSおよびゲスト従業員を選択し、「非アクティブにする」「アクティブにする」ボタンを

クリックするだけですぐに反映されます。

機能16：アクティブ従業員管理機能
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

都道府県配信で、圏内の状況を一括把握

機能17：都道府県配信機能
安否確認bot for LINE WORKSは、気象庁から送られてくる、市区町村単位の災害情報を取得し、従業員の勤務地情報と突合しています。

都道府県配信により、たとえば県内全域に営業所を構えている企業様が一気に全拠点および県内の状況を把握することが可能になります。またお客様が県内に集中している場合、発生を察知して事前に保守メンテナンス対策を提案することも可能に。
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

従業員のメールアドレスの存在を確認することで有事にも安心を

機能18：メールアドレス存在確認機能
ゲスト従業員として登録している、メールアドレスおよび個人メールアドレスがメールサーバに存在しているのか事前に確認することが可能です。

これにより、メールアドレスの記入ミスや削除済みメールアドレスを有事の前に確認することができるので、いざという時にもメール配信がされる確率を向上させることが可能です。

メールアドレス存在確認は、月に2回まで行っていただくことができます。

※LINE WORKS従業員のメールアドレスに対しては存在確認を行いません。（LINE WORKSに登録されているメールアドレスで存在していることが確かなため。）

※メールは配信されませんのでご注意ください。

※迷惑メール設定がされている場合はメールアドレスが存在しないと教示されます。@ampi.bizからの迷惑メール受信設定を行っていただけますようお願いいたします。

※iCloudのメールアドレスはセキュリティの関係上存在確認が行えません。できる限りiCloudのメールアドレスは避けていただけますようお願いいたします。
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

未回答者に手動で回答を促せるので迅速な状況把握を実現

機能19：未回答者手動再送信機能
これまでのリマインド配信では、頻度や回数を指定することで自動的に未回答者に対して安否確認を再送し回答を促してまいりました。

今回の未回答者手動再送信機能を用いると、管理者様の任意のタイミングで未回答者に対して安否確認を再送することができます。

リマインド設定がされていても手動で配信することが可能です。またその場合に手動で配信したとしても、リマインド設定は引き続き適応されます。

再送メッセージ
再送されるメッセージは下記の通りです。
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

管理者にはbotが集計結果を通知するのでリアルタイムに把握

機能20：集計結果自動配信機能
安否確認を配信した後、従業員の回答状況をbotが自動的に集計し、管理者・組織長に通知してくれます。

災害ごとに通知時間感覚と終了までの回数を設定できるので、柔軟な設計が可能です。

集計結果自動配信bot
管理者・組織長に向けてbotが配信するメッセージです。メッセージには、配信内容とその回答者情報、未回答者情報を

速報で送ってくれます。一緒に送られてくるリンクをタップすると、管理ダッシュボードへ遷移し詳細を確認することができます。
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

公式LINEと連携して、個人のLINEでも安否確認を受け取れる

機能21：公式LINE連携機能
これまでLINE WORKSを利用していない従業員（＝ゲスト従業員）に対しては、本サービスよりメールアドレスにて

安否確認を配信しておりました。

この公式LINE連携機能により、ゲスト従業員はメールに加え個人のLINEで配信を受け取ることが可能になりました。

公式LINE連携方法
弊社の提供する公式LINE「安否確認bot」と友達になり、安否確認bot for LINE WORKSに登録している

ゲスト従業員のメールアドレスを送信し、送られてくる認証コードを入力するだけで設定は完了します。

詳しくは従業員向けマニュアルに記載がございます。
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

自宅や常駐先を登録してもれなく安否確認を実施

機能22：住所登録機能
これまで安否確認の自動配信においては、１つの住所に対してのみ配信ができました。botに対して「住所」と入力すると住所登録メニューが表示されます。

今回の住所登録機能により、１従業員あたり最大１０件の住所を追加登録できるようになりました。

これにより、本社だけでなく自宅や出向先といったよくいる住所を登録することができるようになり、有事の際の安否確認をもれなく行うことが可能になりました。
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

大規模災害時は生存だけを確認し状況把握をスピードアップ

機能23：簡易生存確認機能
大規模災害（震度５以上）の場合、安否確認の前にスムーズな生存確認を行うことができる、「簡易生存機能」。

従業員はワンタップで回答することができるので、スムーズな生存状況を通知することができます。落ち着いたら安否確認を

実施していただくことで、詳細な状況把握も可能です。回答があるまで10分おきに4回配信されます。

管理者向け機能
管理ダッシュボードでは、生存情報として生存確認が取れた方と取れなかった方を自動集計。PCでもスマホでも確認していただくことが

可能です。生存状況はbotが自動的に管理者に配信をします。
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

営業時間外はメール配信に切り替えられる

機能24：営業時間設定機能
管理者様は、会社の営業曜日と営業時間と対象従業員を設定することができます。ここで対象とされた従業員に対しては、

営業時間外の場合、従業員が登録したメールへ安否確認を送信します。

従業員による設定変更はLINE WORKSから
従業員は、管理者が設定した営業時間をベースに、勤務曜日や勤務時間のカスタマイズができます。

さらに、休暇設定や休日出勤設定も行うことができるので、働き方に合わせた安否確認の受け取りかたを選択することができます。
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

機能一覧

ベストエフォート配信によりbot遅延を防止

機能26：ベストエフォート配信機能
大規模災害の際急激にbotに負荷がかかると、LINE WORKSの利用制限がかかるようになりました。（2019年12月19日から適用）

それに伴い、全従業員に対して順次配信を行えるようにし、さらにbot負荷を軽減するため安否確認用ページのリンクで配信する

「ベストエフォート配信機能」を搭載いたしました。

これにより全従業員に対して安定して配信することができるようになります。

安否確認画面
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

新機能

常にベストエフォート配信が固定化できるように

新機能１：ベストエフォート配信機能の固定化

45

botに負荷がかかるとLINE WORKSの制限が発生するため、安否確認BOT for LINE 

WORKS側で配信対象者数・管理者数・数質問数によって、通常のbotでの配信かベスト

エフォート配信になるかを事前にシステム上で判断して配信を行っておりましたが、常に

ベストエフォート配信することが出来るようになりました。

これにより、回答者が常にLINE WORKS上で同じ回答方法で安否報告出来るようになる

ため、従業員への教育コストや回答方法が分からなくなるリスクを低減し、より安定した

配信に繋がります。

ベストエフォート配信 安否回答画面

ダッシュボード設定画面
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株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの主要機能

新機能

自動同期機能によりLINE WORKS従業員メンテナンスフリーに

新機能２：自動同期機能

今までは従業員を同期する際に、

「全ての従業員を同期する」 or 「一部の従業員を同期する」の

手動で同期作業をおこなう必要がありましたが、「自動同期設定」

をONにすることで、従業員同期の自動化が実現いたしました。

LINE WORKS従業員の「全ての従業員を同期する」を実施してい

る企業様はLINE WORKSの従業員情報が完全同期されます。

また、 「一部の従業員を同期する」を実施している企業様は減らし

た場合のみ反映される仕様となっております。従業員の追加は自

動同期で反映されない仕様となっております。理由としては、追加

が必要ない従業員が勝手に反映されてしまい、意図せぬ課金を発

生されないように設計しているからです。

ダッシュボード設定画面
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株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKS
ご利用上の注意事項



株式会社ジェネストリーム配信地域は勤務地情報がベースに

注意事項

LINE WORKSプロフィールの勤務地情報を元に安否確認を配信

安否確認bot for LINE WORKSは、LINE WORKSのプロフィールにある「勤務地」情報を元に配信対象かどうかを
自動的に判定しています。利用する住所情報は、「都道府県」と「市区」までの情報です。
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株式会社ジェネストリーム

管理権限



株式会社ジェネストリーム安否確認ご利用環境について
ご利用環境

安否確認bot for LINE WORKSの推奨ご利用環境は以下の通り

管理権限は2つ用意しております。「管理者権限」と「組織長権限」となります。

「管理者権限」は、配信、設定、全組織の回答閲覧が可能となっており、「組織長権限」は、所属組織の回答閲覧のみが可能となっております。

両権限ともに登録者数に上限数はございません。LINE WORKS従業員でも、ゲスト従業員でもなることが可能です。

推奨ご利用環境

項目 管理者権限 組織長権限

対称者 LINE WORKS/ゲスト従業員 LINE WORKS/ゲスト従業員

安否確認/警報配信権限 ○ ×

安否確認結果閲覧範囲 全組織 所属組織のみ

従業員管理権限 ○ ×

設定権限 ○ ×

[管理権限の違い]
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株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKS
システムの安定性



株式会社ジェネストリーム安否確認bot for LINE WORKSの安定性

安定性

AWSで動作し東西でリージョン分割。バックアップ体制も十分

東京リージョン

安否確認bot for LINE WORKSはチャット配信の

インフラ部分をLINE WORKSに、気象庁データを取得し

LINE WORKSに配信する部分をAWSに構築しています。

LINE WORKSの安定性については、LINE WORKS提供の

SLAに準拠します。

AWSは、災害時を想定したインフラ設計の元、東京・大阪の

2リージョン管理が施されています。

そのため両リージョンが同時に停止する可能性は低いです。
大阪リージョン

バックアップ体制について
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安否確認bot for LINE WORKS
ご利用環境



株式会社ジェネストリーム安否確認ご利用環境について

ご利用環境

安否確認bot for LINE WORKSの推奨ご利用環境は以下の通り

基本的な推奨ご利用環境は、LINE WORKSの接続環境に準拠いたします。LINE WORKS推奨の接続環境は下記よりご確認ください。
https://help.worksmobile.com/service/main.nhn?serviceNo=7&categoryNo=994

なお、安否確認bot for LINE WORKSの管理ダッシュボードおよびゲスト従業員に送られる安否確認用URLの推奨ブラウザ環境については

下記の通りとなります。（推奨環境以外のメンテナンス対応は行なっておりませんのでご了承ください。）

推奨ご利用環境

Internet Explorer Chrome Firefox Safari Edge

IE10 / IE11 最新版 最新版 10.1 以降 14 以降

1.管理ダッシュボード（管理者のみアクセス可能）

Internet Explorer Chrome Firefox Safari Edge ガラケー

-
iOS7 以降

Chrome最新版
-

iOS7 以降
Safari10.1 以降

- 動作未検証

2.安否確認用URL（mac/iOS）

Internet Explorer Chrome Firefox Safari Edge ガラケー

IE10 / IE11 最新版 最新版 10.1 以降 14 以降 動作未検証

3.安否確認用URL（windows）
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株式会社ジェネストリームLINE WORKS標準の安否確認ツールとの機能比較

機能比較表

有料の安否確認bot for LINE WORKSだからこその充実機能

機能分類 機能 LINE WORKS標準安否確認 安否確認bot for LINE WORKS

安否確認自動送信

気象庁データ連携 × ◯

安否確認自動配信（地震・津波）機能 × ◯

警報自動配信機能 × ◯

Botで回答機能 × ◯

リマインド送信機能 × ◯

災害別安否確認配信設定 × ◯

警報別安否確認配信設定 × ◯

自動配信メッセージ設定 × ◯

配信時間設定 × ◯

ゲスト従業員への安否確認機能 × ◯

対象者への手動再送機能 × ◯

出張登録機能 × ◯

安否質問作成機能 × ◯

安否集計結果ダウンロード機能 × ◯

部署別集計結果表示機能 × ◯

アクティブ従業員管理機能 × ◯

安否確認結果自動集計機能 ◯ ◯

安否確認質問の編集 ◯ ◯

安否回答期限の設定 ◯ ×

安否回答の編集 ◯ ×

防災訓練用手動配信

防災訓練用手動配信機能 ◯ ◯

防災訓練用配信エリア設定 × ◯

防災訓練配信時部署選択機能 × ◯

防災訓練配信時エリア選択機能 × ◯

従業員管理

従業員情報自動同期機能 × ◯

管理者/組織長設定 × ◯

ゲスト従業員（非LINE WORKSユーザー）の追加機能 × ◯
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株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKS

ご契約にあたっての重要事項
※ご利用開始前には必ずご一読ください※



株式会社ジェネストリーム

安否確認bot for LINE WORKSはLINE WORKSのシステムを利用しております。
ご契約に当たりLINE WORKSの仕様的制約から以下については御了承下さいますよう、お願い申し上げます。

ご契約にあたっての重要事項①

1.従業員の住所判定について
安否確認bot for LINE WORKSは気象庁の発信する災害情報を受け取り、災害の発生した住所にいると推定される従業員に対して
安否確認を自動的に行います。しかしLINE WORKSのセキュリティ上、弊サービスのようなサードーパーティーサービスが
GPSを自動的に収集することは禁止されているため、住所判定ではGPSを利用しておりません。

そこで従業員の住所は、LINE WORKS Adminの従業員プロフィールにある
「勤務先」という住所を利用しております。
ご利用の際は必ず「勤務先」へ、従業員の方が主に勤務しているオフィスの住所を
ご登録いただけますようお願いいたします。※

※「勤務先」で登録可能な住所は1件となります。
複数の勤務先を登録したい場合は、安否確認bot for LINE WORKSにて
1従業員当たり最大10件の住所をご登録いただける「複数住所登録機能」をご用意しております。（本書42P参照）
複数住所をご登録いただくと、「勤務先」住所に加え登録された複数住所のいずれかで災害が発生した場合に
安否確認が配信されます。この機能は管理者と従業員のどちらでもご登録可能です。

※LINE WORKS管理画面上※
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安否確認bot for LINE WORKSはLINE WORKSのシステムを利用しております。
ご契約に当たりLINE WORKSの仕様的制約から以下については御了承下さいますよう、お願い申し上げます。

ご契約にあたっての重要事項②

2.ベストエフォート適用について
LINE WORKS APIの仕様により、弊サービスのようなサードパーティーサービスが自動的にメッセージを送る際は、
1分間に200通までしか送ることができないという制限があります。※

この制限に伴い、一斉配信量や設問数、管理者の数などから自動的にスコアを算出し、
一定スコアを超える場合は、「ベストエフォート」が自動的に適用されます。（本書45P参照）
この機能が適用されますと、botによる一問一答形式の回答ではなく
ブラウザ上での回答となります。

※LINE WORKSの通常メッセージにおいてはそのような送信制限はありませんのでご安心ください。

※ブラウザ上の回答画面※
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